
2017～2018年度 R Iテーマ 

【第1409回例会次第(2017年9月第4週)】 

9月4日のMakeUp後の出席率 100％ 

No．1367 

【第1408回例会記録(2017年9月第2週)】 

日時：2017年9月11日(月) 12：30～ 

会場：米子全日空ホテル 

出席率  65名[内免除5名] 中 43名 71.67％ 

ビジター２名 喜久川登様〔成田〕 海野育男様〔浜松〕 

米山ＢＯＸ ２，３１６円（累計 １８，５１１円） 

RI会長 :ｲｱﾝH.Sﾗｲｽﾞﾘｰ.(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 池上正(倉敷南) 

 会長：吹野正和 幹事：音田猛 雑誌･会報：谷川洋二  

ロータリー： 

変化をもたらす 

１. 開会点鐘             

２．「四つのテスト」斉唱 

３．会長挨拶 

４．幹事報告 

  Ａ．例会変更のお知らせ         ビジター受付 

    米子東RC…9/27（水）観月例会      あり 

    米子ＲＣ…9/29(金）休会           なし           

５．委員会報告 

  Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・スマイル発表・事業所創立記念日 

   Ｂ．その他 

６．閉会点鐘 

   【次回(第1410回)例会のご案内】 
   10月2日(月) 18：30～リストランテ天空 
   【観月例会】 

  【卓話】「大山日本遺産物語 

   ～地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬～」 

              大山寺圓流院館長 吉島潤承 氏 

 皆さんも新聞などを通じてご存知で

しょうが、昨年4月25日に文化庁より

大山を「日本遺産」として、認定して

いただきました。その認定条件の一つ

が昔から語り継がれる大山の物語であ

り、今回のテーマ「地蔵振興と牛馬市」であります。当

然ながら昔話というものは、一般の人々には難解でござ

います。そこで「大山日本遺産物語」と題して私は、子

供たちにもわかりやすく理解していただけるよう「紙芝

居」という形を発案しました。この「紙芝居」の最初の

一部は地蔵振興のお話で‘お地蔵さまはどこからきて、

何をしてくれるの？‘という物語であります。次の二部

では牛馬市のお話で‘どうしてあんなに高い大山に牛馬

市場ができたの？‘という物語であります。「紙芝居」

での広報も良いですが、一人や二人の広報には限界があ

ります。そこで私たち発起人は県内外の子供にも楽しく

読んでいただける絵本という形で私達の誇る大山日本遺

産を全国に広報発信する決断に至りました。原作者3名

の賛同を得て2017年秋に「大山日本遺産物語絵本」と

して創刊する運びとなりました。 （裏面へ） 

お 知 ら せ  

・観月例会…10/2（月）18：30～リストランテ天空 

・定例理事会 

  …10/3(火)13：30～ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

・例会休会…10/9（月）祝日により 

・地区大会ゴルフ大会…10/20（金）鷲羽ｺﾞﾙﾌ倶楽部 

・地区指導者育成セミナー 

       …10/21(土)倉敷アイビースクエア 

・地区大会…10/22(日)倉敷市民会館 

・例会休会…10/23（月）定款８条により 

・午輪句会…10/23（月）18：00～美さご 

・夜間例会（チャリティー） 

  …10/30(月)18：30～ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

日時：2017年9月25日(月)12：30～ 

会場：米子市水道局新庁舎 

  食 事 

１３：００   記念植樹寄贈式 

       会長挨拶      吹野会長 

       水道局挨拶    細川局長 

       記念撮影 

１３：２０   職場訪問例会 

１４：２０   閉 会 

～基本的教育と識字率向上月間～ 

～ロータリーの友月間～ 

スマイル  

  中村克己会員…「ロータリーの友」９月号に小生の句 

「青蘆（青芦）の風を呼んでは騒ぎをり」が長谷川櫂氏の選に

入りました。 

 第５６回全国俳句大会において小生の句「鷺あまた刈田に

寄るは喪の如し」が大石悦子氏の選に入りました。 

 鶴田和彦会員…この度より午輪句会の作品が「山陰経済

新聞」に掲載されることになりました。 

 金山博眞会員…先週は「米子がいな太鼓」をお呼び頂きあ

りがとうございました。サプライズでサックスとのコラボをさせて

頂きました。今後共「米子がいな太鼓」をよろしくお願い致し

ます。 

 高野誠司会員、舞立嘉之会員、清水幸憲会員、音田猛会

員…2017「木の住まいフェア」 9/17 10：00～16：00 米子

産業体育館にて開催します。皆様のご来場お待ちしていま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小中学校は固より皆様の手元に一冊温めていただき、子や孫に読み聞かせていただけ

ることを切にお願い申し上げます。最後に、趣旨は「大山日本遺産物語」の広報にありま

すが、絵本の販売収益は大山開山1300年祭の一部として関係者に寄付をさせていただく

所存です。（谷川洋二 記） 

真実か どうか 

みんなに 公平か 

好意と友情深めるか 

みんなのためになるかどうか  

四つのテスト  
 


